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煙剣 歴史あるわがまちをもっと元気に
NPO法 人 歴史と出会えるまちづくり船場城西の会
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も
ご
元
気

カミ

ま
ち

歴

史
あ
る

じょうのすけ せんひめ

船場城西の会は、その昔、姫路城の門前町として栄

えた船場城西地区の再生を願い、地域住民が中心と

なり絢或したまちづくり活動団体です。歴史スポッ

トの保全、活用をしながら、その魅力を多くの人々

に知ってもらうために、「歴史ウオーク」や「楽市Jな

どを開催しています。今回は、わがまちの元気アッ

プを自分たちも楽しみながら取 り組む船場城西の

会を紹介します。

http://www himesen com/

十
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く

一
船
場
城
西
地
区

今
で
は
姫
路
城
か
ら
駅
に
つ
な
が

る
南
北
の
通
り
が
賑
わ
い
、

ま
る
で
き

か
ら
の
城
下
町
の
よ
う
で
す
が
、

姫
路

で
最
初
の
城
下
町
は
ど
こ
か
ご
存
知

で
す
か
。
そ
れ
は
船
場
城
西
地
区
で

す
。
１
５
８
０
年
頃
、

ま
ち
の
中
心
を

通
る
西
国
街
道
に
豊
臣
秀
吉
が
楽
市

を
開
き
、

江
戸
時
代
は
船
場
川
を
高

瀬
舟
が
行
き
交
う
活
況
が
あ
り
、

明

治
初
期
に
は
薬
師
山
麓
の
東
側
に
飾

磨
県
庁
が
建
て
ら
れ
、

明
治
天
皇
が

船
場
本
徳
寺
の
行
在
所
に
滞
在
さ
れ

る
な
ど
、

歴
史
と
伝
統
あ
る
地
域
で

す
。

現
在
も
和
菓
子
の
老
舗
や
伝
統

工
芸
姫
路
仏
増
あ

工
房
が
点
在
し
、

城
下
町
の
文
化
を
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ま
ち
並
み
を
歩
き
な
が
ら
往

時
の
様
子
を
語
っ
て
く
れ
た
の
が
『歴

史
と
出
会
えヽ
る
ま
ち
づ
く
り

船
場
城

西
の
会
』
の
代
表
柴
田
武
志
さ
ん
。

「船
場
城
西
の
会
は
、ま

ち
の
核
だ
っ

た
姫
路
赤
十
字
病
院
が
２
０
０
１
年

移
転
す
る
際
に
、

も
と
も
と
飾
磨
県

庁
だ
っ
た
由
緒
あ
る
建
物
の
保
存
活

動
を
目
的
に
２
０
０
０
年
に
発
足
し

ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
建
物
の
保
存

は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

地
元
有

志
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
」
と
や
さ
し
い
笑
顔

で
話
す
柴
田
さ
ん
。

一
「
歴
史

ウ
オ
ー
ク
」
と

な
「船
場
御
坊
楽
市
」
で

、

ま

ち

の
魅

力

を

発

信

姫
路
赤
十
字
病
院
が
移
転
す
る

以
前
の
船
場
城

西
地

区
は
、毎

日

３
０
０
０
人
も
の
往
来
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

「昔
の
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
と

い
う
思
い
で
、歴

史
的
資
産
の
保
全
と

そ
れ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
リ
イ
ベ
ン
ト

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」と
柴
口
さ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
の
一つ
は
、年
５
回
開
か
れ

る
「船
場
御
坊
楽
市
」
。

江
戸
時
代
に

選
立
さ
れ
た
船
場
本
徳
寺
が
開
催

場
所
で
す
。朝

採
り
野
菜
や
カ
フ
ェ
ス

イ
ー
ツ
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
、ハ

ン
ド
メ
イ
ド
雑

資
な
ど
、

５。
店
舗
が
出
店
。

「最
近
は

若
い
出
店
者
が
増
え
て
、約
１
５
０
０

人
も
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す

よ
」
。本

堂
前
の
板
廊
下
ま
で
販
売

ブ
ー
ス
が
立
ち
並
び
、訪

れ
た
人
々
の

笑
い
声
に
満
た
さ
れ
た
様

子
は
、

４
０
０
年
以
上
の
伝
統
あ
る
名
刺
に

新
た
な
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

も
う
巧
は
、年
２
回
（３
月

‐。
月
）

行
わ
れ
る
「歴
史
ウ
オ
ー
ク
」
。遠

方
か

ら
の
参
加
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、

毎
回
６。
～
８。
人
が
参
加
し
、そ

の
人
気

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
日
以

外
に
も
、サ
ー
ク
ル
や
団
体
、，

一家
族
、

友
人
仲
間
な
ど
、
５
名
以
上
が
集
ま
れ

ば
、柴

日
さ
ん
が
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
を

し
て
く
れ
ま
す
。



車　
一緒
に
ま
ち
を
元
気
に
す
る

奪
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

船
場
城
西
の
会
は
、

ま
ち
を
元
気

に
す
る
会
員
制
度
が
あ
り
ま
す
。

現

在
、

〈
〓
員
約
１
５
０
名
、

運
営
ス
タ
ッ

フ
２５
名
。

〈
Ａ
員
は
、

定
例
会
に
参
加
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
、

ま
た

は
、

イ
ド
ン
ト
告
知
案
内
だ
け
送
っ
て

ほ
し
い
、

こ
の
２
通
り
か
ら
自

分
に

合
っ
た
制
度
を
チ
ョ
イ
ス
で
き
ま
す
。

「
月
１
回
の
定
例
会
は
、

み
ん
な
で

わ
い
わ
い
イ
ベ
ン
ト
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
っ
て
い
ま
す
」
。
自
分
が
ま
ち
の
た

め
に
や
り
た
り

し
と
を
誰
か
ら
も
強

制
さ
れ
る
こ
と
な
く
提
案
、

実
施
す

る
の
が
船
場
城
西
の
会
の
方
針
。

例

え
ば
、

撮
影
や
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
な

ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
こ
と
を
生
か

し
て
活
動
し
ま
す
。
ま
た
、

自

分
の

ベ
ー
ス
で
ゆ
る
り
と
歴
史
ウ
オ
ー
ク
や

楽
市
に
参
加
す
る
だ
け
で
も
、

ま
ち

を
元
気
に
す
る
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
ら
し
く
、

楽
し
く
、

ま

ず
は
気
軽
に
イ
が
ン
ト
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

今と昔、見比べながらまち歩きも。

まちの歴史スポットを広く告知するために、マップ

やチラシ ′ギンフレットの告J作もしています。スマ

ホで二次元コードを読み取れば道案内してくれ

戦前の写真と今の風景を見比べることができる

ものや、お店や工房の立ち寄リスボットを日本語

と英語で表記しているものもあります。好評です

ぐになくなるので、観光案内所の窓国内に置い

ています。必要な方は窓日で一声掛けてくださ

い。歴史を知るとまちを見る目が変わり、もっとわ

がまちが好きになりますよ。

●開催日/3・57912月 第T日 曜日 ● 開催時間/9100～13100
●開催場所/船 場本徳寺(姫路市地内町1)

魅力的な販売ブースを中心に、ミニヨンサー トや紙芝居が

楽しめ、本堂で法話を聴くこともできます。

(小雨開催 悪天候中止 ※雨天時はミニコンサートはありません)

【予約制】料金は1人500円、団体料金は要相談。
お申込み・お問い合わせは船場城西の会 TEL079 293 0995へ 。


